
リモートＩＯ ＲＭ５５００ 入力専用タイプ
製品型式 ＲＭ５５００Ａ－ＩＮ 基板製品
製品型式 ＲＭ５５００Ｃ－ＩＮ ケース入りユニット製品

リモートＩＯ 入力専用タイプ RM5500A-IN および RM5500C-IN は、マスタースレー
ブモードのみで使用できます。

パソコンと接続するには、別途にインターフェイスBOX RM55HB が必要となります。

マスタースレーブモードのみで動作します。スレーブモードでは使用できません。

１． ＣＮ１ デジタル入力コネクタ ピン配置（入力専用タイプ）

５０Ｐフラットケーブル用

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50
１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ デジタル入力 ｂｉｔ０(LSB) ２ デジタル入力 ｂｉｔ１

３ デジタル入力 ｂｉｔ２ ４ デジタル入力 ｂｉｔ３

５ デジタル入力 ｂｉｔ４ ６ デジタル入力 ｂｉｔ５

７ デジタル入力 ｂｉｔ６ ８ デジタル入力 ｂｉｔ７

９ デジタル入力 ｂｉｔ８ １０ デジタル入力 ｂｉｔ９

１１ デジタル入力 ｂｉｔ１０ １２ デジタル入力 ｂｉｔ１１

１３ デジタル入力 ｂｉｔ１２ １４ デジタル入力 ｂｉｔ１３

１５ デジタル入力 ｂｉｔ１４ １６ デジタル入力 ｂｉｔ１５

１７ デジタル入力 ｂｉｔ１６ １８ デジタル入力 ｂｉｔ１７
１９ デジタル入力 ｂｉｔ１８ ２０ デジタル入力 ｂｉｔ１９

２１ デジタル入力 ｂｉｔ２０ ２２ デジタル入力 ｂｉｔ２１

２３ デジタル入力 ｂｉｔ２２ ２４ デジタル入力 ｂｉｔ２３

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ デジタル入力 ｂｉｔ２４ ２８ デジタル入力 ｂｉｔ２５

２９ デジタル入力 ｂｉｔ２６ ３０ デジタル入力 ｂｉｔ２７

３１ デジタル入力 ｂｉｔ２８ ３２ デジタル入力 ｂｉｔ２９

３３ デジタル入力 ｂｉｔ３０ ３４ デジタル入力 ｂｉｔ３１

３５ デジタル入力 ｂｉｔ３２ ３６ デジタル入力 ｂｉｔ３３

３７ デジタル入力 ｂｉｔ３４ ３８ デジタル入力 ｂｉｔ３５

３９ デジタル入力 ｂｉｔ３６ ４０ デジタル入力 ｂｉｔ３７

４１ デジタル入力 ｂｉｔ３８ ４２ デジタル入力 ｂｉｔ３９
４３ デジタル入力 ｂｉｔ４０ ４４ デジタル入力 ｂｉｔ４１

４５ デジタル入力 ｂｉｔ４２ ４６ デジタル入力 ｂｉｔ４３

４７ デジタル入力 ｂｉｔ４４ ４８ デジタル入力 ｂｉｔ４５

４９ デジタル入力 ｂｉｔ４６ ５０ デジタル入力 ｂｉｔ４７(MSB)

２． 入力信号仕様

全ビットがＴＴＬ入力です。

信号仕様詳細は、ＲＭ５５００ＡまたはＲＭ５５００Ｃ取扱説明書を参照ください。
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３． 拡張入力（入力専用タイプbit47～24）の読取方法

標準仕様のデジタル出力コマンドのコマンド識別文字コードを、ｗ（小文字）として送信す
ると、デジタル入力データとして、ｗ（小文字）の応答識別文字コードにて、ｂｉｔ４７か

ら２４までのデータが返ってきます。

Ｗおよびｗコマンドともに、出力データを指定するデータ欄は、適当な数値（たとえば０）

を指定するか、または省略して送信してください。（デジタル出力機能はありません）

拡張入力以外の標準機能については、

「リモートＩＯインターフェイスボックス RM55HB」取扱説明書をご覧ください。

ご注意 本項にて説明するデジタル入力データ形式は、パソコンから送信するコマンドでは

ありません。パソコンから送信する「wコマンド」に、ＲＭ５５００Ａ－ＩＮ

または、ＲＭ５５００Ｃ－ＩＮが応答するデータ形式を説明しています。

拡張デジタル入力データ形式

アスキーコード文字列 ｗ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① ｗ（小文字） デジタル入力応答識別文字コード

② １～４ ｗコマンドで指定した接続ポート番号（ＩＤ番号）

ｗコマンドにて指定したポートにＩＯユニットを接続して

いないときは、応答が０番となります。

（注）入力専用タイプと異なるＩＯユニットを接続しているときは、

なにも応答がありません。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）

デジタル入力内容。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑

bit47-44 ↑39-36 ↑ 31-28 ↑ 例

43-40 35-32 27-24

MSB LSB

bit 27－－24

１にて、TTL入力Highレベル
０にて、TTL入力Lowレベル

ｗコマンドでデータ省略があっても、応答内容には省略はなく、

常に固定長です。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

動作

RM5500A-IN または RM5500C-IN は、ｗコマンドを受信すると、拡張デジタル

入力データをホスト（パソコン）に返します。
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リモートＩＯ ＲＭ５５００ 出力専用タイプ
製品型式 ＲＭ５５００Ａ－ＯＵＴ 基板製品
製品型式 ＲＭ５５００Ｃ－ＯＵＴ ケース入りユニット製品

リモートＩＯ 出力専用タイプ RM5500A-OUT および RM5500C-OUT は、マスタース
レーブモードのみで使用できます。

パソコンと接続するには、別途にインターフェイスBOX RM55HB が必要となります。

マスタースレーブモードのみで動作します。スレーブモードでは使用できません。

１． ＣＮ１ デジタル出力コネクタ ピン配置（出力専用タイプ）

５０Ｐフラットケーブル用

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50
１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ デジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) ２ デジタル出力 ｂｉｔ１

３ デジタル出力 ｂｉｔ２ ４ デジタル出力 ｂｉｔ３

５ デジタル出力 ｂｉｔ４ ６ デジタル出力 ｂｉｔ５

７ デジタル出力 ｂｉｔ６ ８ デジタル出力 ｂｉｔ７

９ デジタル出力 ｂｉｔ８ １０ デジタル出力 ｂｉｔ９

１１ デジタル出力 ｂｉｔ１０ １２ デジタル出力 ｂｉｔ１１

１３ デジタル出力 ｂｉｔ１２ １４ デジタル出力 ｂｉｔ１３

１５ デジタル出力 ｂｉｔ１４ １６ デジタル出力 ｂｉｔ１５

１７ デジタル出力 ｂｉｔ１６ １８ デジタル出力 ｂｉｔ１７
１９ デジタル出力 ｂｉｔ１８ ２０ デジタル出力 ｂｉｔ１９

２１ デジタル出力 ｂｉｔ２０ ２２ デジタル出力 ｂｉｔ２１

２３ デジタル出力 ｂｉｔ２２ ２４ デジタル出力 ｂｉｔ２３

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ デジタル出力 ｂｉｔ２４ ２８ デジタル出力 ｂｉｔ２５

２９ デジタル出力 ｂｉｔ２６ ３０ デジタル出力 ｂｉｔ２７

３１ デジタル出力 ｂｉｔ２８ ３２ デジタル出力 ｂｉｔ２９

３３ デジタル出力 ｂｉｔ３０ ３４ デジタル出力 ｂｉｔ３１

３５ デジタル出力 ｂｉｔ３２ ３６ デジタル出力 ｂｉｔ３３

３７ デジタル出力 ｂｉｔ３４ ３８ デジタル出力 ｂｉｔ３５

３９ デジタル出力 ｂｉｔ３６ ４０ デジタル出力 ｂｉｔ３７

４１ デジタル出力 ｂｉｔ３８ ４２ デジタル出力 ｂｉｔ３９
４３ デジタル出力 ｂｉｔ４０ ４４ デジタル出力 ｂｉｔ４１

４５ デジタル出力 ｂｉｔ４２ ４６ デジタル出力 ｂｉｔ４３

４７ デジタル出力 ｂｉｔ４４ ４８ デジタル出力 ｂｉｔ４５

４９ デジタル出力 ｂｉｔ４６ ５０ デジタル出力 ｂｉｔ４７(MSB)

２． 出力信号仕様

全ビットがＴＴＬ出力です。

信号仕様詳細は、ＲＭ５５００ＡまたはＲＭ５５００Ｃ取扱説明書を参照ください。
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３． 拡張出力（出力専用タイプbit47～24）の送信方法

標準仕様のデジタル出力コマンドのコマンド識別文字コードを、ｗ（小文字）として送信す

ると、デジタル出力、ｂｉｔ４７から２４までを書込むことができます。このときの

ＲＭ５５００Ａ－ＯＵＴからの応答は、ｗ（小文字）の識別文字コードにてもどってきます。

拡張出力wコマンドのｗ応答のデータ欄は、送信したデータをそのまま返信してきます。ま

た、標準出力ＷコマンドのＲ応答のデータ欄は、その前に出力を指定した内容が返ってきま

す。（いずれも、デジタル入力機能はありません）

拡張出力以外の標準機能については、

「リモートＩＯインターフェイスボックス RM55HB」取扱説明書をご覧ください。

拡張デジタル出力コマンド

アスキーコード文字列 ｗ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① ｗ（小文字） 拡張デジタル出力コマンド識別文字コード

② １～４ 接続ポート番号（ＩＤ番号）

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（英字は小文字も可）

デジタル出力する内容を指定。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑

bit47-44 ↑39-36 ↑ 31-28 ↑ 例

43-40 35-32 27-24

MSB LSB

bit 27 －－24

１にて、出力Ｈｉｇｈレベル

０にて、出力Ｌｏｗレベル

０～９の数字、Ａ～Ｆ（大文字）およびａ～ｆ（小文字）以外の文字は指
定できません。

③項のデータを途中から省略することはできません。途中から省略すると、

指定していないbit出力が不正となります。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。
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４． 拡張出力状態（出力専用タイプbit47～24）の読取り方法

拡張デジタル出力状態読取りコマンド

アスキーコード文字列 t × 

↑ ↑ ↑

① ② ③

① ｔ（小文字） 拡張デジタル出力状態読取りコマンド識別文字コード

② １～４ 接続ポート番号（ＩＤ番号）

③ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

動作

ｔコマンドを受信すると、拡張デジタル出力状態をホスト（パソコン）に返します。

レスポンスのデータ形式は、拡張デジタル出力状態読取りデータ形式に記述して

います。
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拡張デジタル出力状態読取りデータ形式

ご注意 本項にて説明するデジタル入力データ形式は、パソコンから送信するコマンドでは

ありません。パソコンから送信する「ｔコマンド」に、ＲＭ５５００Ａ－ＯＵＴ

または、ＲＭ５５００Ｃ－ＯＵＴが応答するデータ形式を説明しています。

（１）データ形式

アスキーコード文字列 t × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① ｔ（小文字） 応答識別文字コード

② １～４ ｔコマンドで指定した接続ポート番号（ＩＤ番号）

ｔコマンドにて指定したポートにＩＯユニットを接続して

いないときは、応答が０番となります。

（注）出力専用タイプと異なるＩＯユニットを接続しているときは、

なにも応答がありません。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）

デジタル出力状態内容。

× × × × × × 各桁とも１６進数表記

↑ ↑ ↑
bit47-44 ↑39-36 ↑ 31-28 ↑ 例

43-40 35-32 27-24

MSB LSB

bit 27 －－24

０および１の極性は、

ｗコマンドにて指定した内容と同じ

常に固定長です。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード
または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

（２）動作

RM5500C-OUTまたはRM5500A-OUTは、ｔコマンドを受信すると、拡張デジタル

出力状態をホスト（パソコン）に返します。

（完）
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